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一 生 に 一 度 と 言 わ ず、 何 度 でも巻 か れ て み た い

超ギンガメトルネード！

フィリピン屈指の大物、群れポイント、バリカサグでは

ギンガメアジのトルネードの衝撃的インパクトに

毎ダイブ釘付けになった。

陸上では、世界最小のメガネザル、

ターシャのキュートさに萌える。

マクタン取材に引き続き、

今度はBLUE CORALのボホール支店に滞在して

同島周辺のダイビング取材を行った。

Special Thanks   BLUE CORAL
Design   SanaI

Photo & Text   Takaji Ochi

BOHOL
Phillippines

http://web-lue.com
http://www.bluecoral.jp
http://takaji-ochi.com/


©WEB-LUE ウエブマガジンの二次配付および画像・文章の複製、二次使用を禁じます WEB-LUE 2012. Winter [ Bohol] http://www.bluecoral.jp 関連情報HPへ

02

一 生 に 一 度 と 言 わ ず、 何 度 で も 巻 か れ て み た い

超 ギ ンガ メトル ネ ード！
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　バンカーボートは、ベタ凪の海を疾走する。

何度も書いていることなのだけど、ダイビング

に行くとき自分が一番好きな船は、このフィリ

ピン特有のバンカーボート。もちろん、凪とい

うコンディションがあっての事なのだけど。

　マクタンからボホールまでは、右に南北に

細長いセブ島、左にイビツな楕円形をしたボ

ホール島に挟まれた、タニョン海峡（Tanon 

Strait）を移動していくために、台風などの影

響で風の方向が南北から強く吹かない限り

は、ほぼ安定したコンディションが続く。

　日本からボホールに行くには、マニラを経

由して国内線でボホールの中心地タグビララ

ンの空港に入るルート、セブから高速船で入

るルート、そしてバンカーボートに揺られ、途

中でダイビングと周囲の景色を楽しみながら

のんびりと移動するルートがある。

 「移動時間を短くして多く潜りたい」という人

は、前の二つの手段でボホールへ入るのが

良いのだけど、バンカーボート好きの自分とし

ては、時間的余裕があるのであれば、三番目

の方法をおすすめしたい。

　僕が好きなのは、船首か、タンクなどの機

材を置く場所のもう一段上に腰掛けてipodで

音楽を聞きながら、風景を眺めること。この日

僕がその場所に座ったのは、今回モデルを

担当してもらう、ガイドのアンナちゃんと少し打

ち合わせがしたかったからだ。

　BLUE CORALのオーナーガイドのヒロさんは

彼の定位置である、後方のキャプテンの操

船室上のサンデッキで、サングラスをかけて

前方を見据えている。まるで船と一体化した

ように見えるその姿は、僕に妙な安心感を与

えてくれる。

　ある程度打ち合わせが終わって、のんびり

風景を眺めながら音楽でも聞こうかと思った

海 風に運 ば れ 、 雲を眺めてくつろぐ時 間
と 　  　 き

僕が大 好きなバンカーボートの話Sect ion.1

のだけど、彼女は僕の側に立ち続けていた

ので、他愛も無い会話を続けた。振り返ると、

ヒロさんは同じ場所に仰向けに寝転がって、

本を読んでいた。これも今となっては、フィリ

ピンでの見慣れた光景の一つになった。

　夏の雲が島を覆う景色の中、ゆる～い感

じにくつろぐ皆の気分を害することなく、バン

カーボートは、適度な海風を僕たちに提供し

ながら進んで行く。それがすごく、心地よい。

01/船と一体化したようなヒロさんの勇姿
02/バンカーボートは、水中からも絵になる

外観も特徴的なバンカーボートバンカーボートの船首に座って、べた凪の海を疾走する。とても贅沢で幸せな時間が流れる

http://web-lue.com
http://www.bluecoral.jp
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　ボホールエリアでの目玉と言えば、バリカ

サグ島のバラクーダやギンガメアジの群れ。

この群れの凄さが、フィリピンで最も人気の

あるダイビングスポットの一つとして君臨し続

けている所以でもある。

 「これは、マジで凄い！凄すぎる！」。あちこ

ちの海でギンガメアジの群れは撮影してきて

いるから、ちょっとやそっとのことで動じる事は

無いのだけど、今のバリカサグのギンガメアジ

の群れは、はっきり言って「凄い！」。何が凄

いかって、その群れの巨大さと、密集度。そ

れに何より、どんなに近寄っても全く逃げな

い。自分の中で、過去に見たギンガメアジの

群れランキングを勝手に作るとしたら、ベスト

3、否、諸々の要素を加味したら、多分グラ

ンプリと言っても過言では無い。

　もちろんこの状態が何年間も続くとは限ら

ないだろうけど、特に水中写真を撮影するダ

イバーにとっては、最高の被写体だ。おまけ

に、バリカサグには巨大なアオウミガメが多

数生息しているようで、「主みたいな巨大なの

は、2個体いますね」とBlue Coralのガイドの

斉藤さんが教えてくれたが、それ以外の個体

もそれなりのサイズ。

　それが、この巨大なギンガメアジの群れに

向かって泳いで行くのを見て「あ！このコラボ

の決定的瞬間を押さえたい！」という衝動に駆

られ続けた。そんな事もあり、今回バリカサ

グのブラックフォレストというポイントを、何度

もリクエストして潜らせてもらった。しかし、狙

いはそれだけでは無かった。このギンガメアジ

の群れの存在を知る前から、どうしてもここを

多く潜りたかった理由がある。

　それが以前から「幸せを呼ぶ」と言われて

いる、ゴールデンバラクーダの存在だ。2006

年にバリカサグで遭遇して以来、会っていな

い。現地の他のサービスで情報を調べても、

もう最近では遭遇のチャンスは相当に少なく

なってきているようだった。年に1回とか2回、

そんな感じだ。そんな状況でありながらも、今

回も淡い期待をして望んだが、遭遇すること

はなかった。まあ、もう十分に「幸せ」だとい

う事で納得はしてみたが、やっぱりもう一度

会ってみたいな。

凄 すぎる！
「 超 」ギンガメアジのトルネード

01/ 主のような巨大な
アオウミガメ

02バラクーダの群れと
の遭遇率も高い

03/ 前から突っ込んで
もまったく動じない、ギ
ンガメの群れ

04/モデルのアンナ
ちゃんとほぼ同じサイ
ズのアオウミガメ

こんなギンガメアジの群れに巻かれてみたい

Sect ion.2
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　バリカサグは、ギンガメやバラクーダだけ

じゃない。リーフトップのサンゴの根に群れる

スズメダイやハナダイ系の魚たちの数も半端

じゃない。

　特に、良い流れが入っているときの群れ具

合は圧巻。ギンガメアジの群れ同様につい

つい立ち止まって、時間をかけて撮影したくな

る。ドロップオフでのマクロ撮影もゆっくりまっ

たり。流れの発生しないエリアをチョイスして

潜ってくれるから、安心だ。

　ダイビングを終えてボートに戻ると、お土産

売りの現地のおばちゃんたちが乗り込んでき

ていて、両手にお土産をぶら下げて皆を出迎

えて（？）くれる。値引き交渉しながら買い物を

するのが好きな人は楽しいかも。

　ランチタイムのバンカーボート上での食事

も楽しみの一つ。特にデザートのマンゴーは、

こんなに食べていいのってくらいに食べさせて

くれる。まあでも、人数が多いときには、無

理なのかもしれないけれど。そういう意味では、

人の少ない時期を狙って来るのも悪くないか。

少人数の雰囲気を楽しんだり、スタッフとの

親交を深めるチャンスでもある。ダイビングも

マンツーマンで、マクロ生物など教えてくれる

し、撮影したければ、自分のペースに合わせ

てくれるなど、特典もいっぱいだ。

ギンガメやバラクーダだけじゃない

01/船上でのランチタイムも楽しみの一つ

02/イースタンクラウンアネモネフィッシュ

03/フィリピンスズメダイ

04/ウミウシの個体数も多い

05/セムシウミウサギガイ

06/07/08/マクロの世界もカラフルだ

09/レティキュレイトボックスフッィシュのメス

リーフ上のサンゴには、スズメダイやハナダイ系の魚たちが乱舞する

Sect ion.3
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発 光ブルーと黒の美しきコンビネーション

フィリピンの固有種、スプリンガーズダムゼルが
こんなに群れているのが凄い

http://web-lue.com
http://www.bluecoral.jp
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　ボホールからマクタン方面に小一時間北

上したところにあるのが、三角形の形をしたカ

ビラオ島。マクタンからでも、2時間弱とデイト

リップで来れる距離ではあるけど、ボホールか

らの方が距離は近い。

　このカビラオでのお気に入りは、海草の

リーフ。草原のように広がるその景観は、清

涼感を感じさせてくれて、自分には熱帯の海

とは違う涼し気な印象を与えてくれる。そんな

草原の中に、点 と々あるのがトウアカクマノミ

の住むイソギンチャクだったり、スズメダイの

群れる小さなサンゴだったり。

　バリカサグの無数のスズメダイやハナダイ

たちの豪快な乱舞とは違い、なんだか和風

庭園の枯山水のように点在しているところは

しとやかな感じで、癒しを感じる。ゆったりとし

草 原のような海 草のリーフが僕のお気に入り

た気持ちでダイビングを楽しむことができるの

だ。ここでは、ピグミーシーホースやピンクスク

ワットロブスターなどのマクロも楽しめる。

　ボホール島の隣、ダイバーズリゾートの並

ぶパングラオ島の海岸線に沿ってもポイント

が点在している。基本はマクロ。アイドルの

カニハゼやニチリンダテハゼ、キャンディーケ

インドワーフゴビー、25mくらいの砂地の傾斜

Sect ion.4

01/バーチークダムゼル

02/カニハゼ

03/ニチリンダテハゼ

04/キャンディーケインドワーフゴビー

05/ピンクスクワットロブスター

06/ヒレナガネジリンボウ

草原の中のオブジェのようなサンゴに群れるズズメダイ

爽 やかな海中の草 原に漂う

03

05
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04
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には、ヒレナガネジリンボウの姿も。

　ここでは、個人的に一番好きなスズメ

ダイ、バーチークダムゼルの幼魚がいた

り、深い青と黒の体色が綺麗なスプリン

ガーズダムゼルがサンゴの上に群れてい

たり、マクロを楽しみながら、まったりダイ

ビングが楽しめる。

http://web-lue.com
http://www.bluecoral.jp
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　ダイビングを終えて最終日、ボホールの陸

の撮影に向かった。ボホールの陸の見所と

言えば、なんと言っても、世界最小のメガネ

ザル、ターシャと、チョコレートヒル。Blue Coral

では、ダイビング後の時間を利用して、この

二つを見学できるランドツアーも企画している。

　車に揺られること1時間。ロボックにある

ターシャコンサベーションセンターに到着した。

網で仕切られた広い敷地内には、体長20～

30cmのターシャが何匹かいて、観光客はそ

の網の中に入り、目の前で見ることができる。

ターシャはそれぞれの個体が自分のテリトリー

を作るそうで、どのエリアにいるターシャがどの

個体なのかは、いる場所で分かるのだそうだ。

　夜行性のメガネザルだけあって、昼間に見

に行っても、木の枝にしがみついて、微動

だにしない。じっと見ていると、最初は大きな

目を見開いてこちらを見ていたのだけど、眠く

なって、徐々にまぶたを閉じて行くシーンを激

写。なんかちょっと邪悪なものがターシャに乗

り移っちゃった？ 系のその顔にハマり、ますま

すターシャに興味を持った。

　その後に訪れたのは、これもまたボホール

の名所の一つ、チョコレートヒルだ。前々か

ら一度は見てみたいと思っていた光景。タグ

ビラランの町からは車で53km。4月から6月の

乾季になると、丘を覆う草が枯れてチョコレー

ト色になることから、この名前がついたそう

だ。高さ20mから140mの小山1268個が360

度に林立している姿は、奇妙そのもの。サン

ゴ礁の石灰岩から形成されているこれらの奇

山がどのようにして形成されたかは、いまだに

解明されていないそうだ。

　アフターダイブや最終日に足早に巡る陸

上観光だけど、やはりこのターシャとチョコレー

トヒルは、是非見に行くことをお勧めしたい。

邪悪なものが
ターシャに
乗り移っちゃった？

こちらも
何か乗り移ってる？！

世 界 最 小のメガネザル、
ターシャに萌える

Sect ion.5

01/ターシャのいる
コンサベーション
エリア入口

02/Tシャツなどの
おみやげも充実

03/アンナちゃん
にも何か乗り移っ
ちゃった？

奇妙な形をした山が林立するチョコレートヒル

こうやってみると、とっても可愛いんだけど……

01

02 03

http://web-lue.com
http://www.bluecoral.jp
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ヒデンコーラル　
Hidden Coral Resort

　BLUE CORALのブランチが入っ

ている、客室数7のこじんまりとし

たリゾート。

　ボホールの中心地、タグビララ

ンの町の喧噪からは離れた、パ

ングラオ島の北東側に位置する。

岩礁の上に立っているのでビーチ

は無いが、のんびりとアフターダイ

ブを楽しみたい人におすすめ。

シャーウッドベイアクアリゾート
Sherwood Bay Aqua Resort & Diving School

　ヒデンコーラルの隣にあるリゾート。

客室数は12部屋。レストラン、バー、ス

イミングプールがある。ワンランク上の

リゾートライフを楽しみたい人におすす

め。オーナーが日本人で、その男性とイ

ギリス人の奥さんの娘リサさんがマネー

ジメントを努めている。日本語堪能なの

で、安心だ。敷地も広く、開放感があ

る。プールサイドから眺める夕日は最高。

　タグビラランの中心地にあるビジネス

ホテル。レストランやバーの他にジム、

24時間オープンのコンビニなどが併設さ

れていて便利。町の中に食事に出かけ

るにも最適。メインストリートに面した部

屋は、車の行き交う喧噪が少しうるさい

ので、音が気になる人は反対側の部屋

がおすすめ。コンビニにはターシャやチョ

コレートヒルの関連グッズ等のお土産も。

メトロセンターホテル 
Metrocentre Hotel and Convention Center

The hotel where is recommended in Bohol
by BLUE CORAL.

BLUE CORAL  おすすめのホテル

http://web-lue.com
http://www.bluecoral.jp


©WEB-LUE ウエブマガジンの二次配付および画像・文章の複製、二次使用を禁じます WEB-LUE 2012. Winter [ Bohol] http://www.bluecoral.jp 関連情報HPへ

10

セブ島

マクタン島 オランゴ島

タグビララン ロボック
チョコレートヒル

ドゥマゲッティ

ボホール島

パングラオ島

カビラオ島

バリカサグ島

ネグロス島
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超 ギ ンガ メトル ネ ード！

今回のボホールステイでのロケも、マクタン同様に、

BLUE CORALの協力で行われた。バンカーボート6隻

を所有し、マクタン、ボホールの他、ドゥマゲッティに

支店を持つ。セブ島周辺のダイビングエリアを網羅

して、ゲストへのニーズに応えるべく活動を展開中。

体験、講習、ビギナーからベテランまで、ダイビング

から、アフターダイブのケアまで全部おまかせ！

BLUE  CORAL
http://www.bluecoral.jp

エントリー前の雰囲気も和やか

ビギナーのゲストを連れて、ギンガメの群れに飛び込む BLUE CORALはゲストもサービス精神旺盛？飛び込んでくれてありがとうございました

こんな巨大なヒトデもいま～す

http://web-lue.com
http://www.bluecoral.jp
http://www.bluecoral.jp
http://www.bluecoral.jp

